
臨床患者 Lレヴュ＿l示設

(Revue der K linik) 

（昭和8年6月22日及ヒ:29日）

教授墜皐博士烏潟隆三講述

助手墜皐士庄山省三筆記

教授」木製期モ終ニ近ッーキ？シタカラ今日ト此尖トハ Revueヲ御覧ニ入レ 7 ス。 Revue

ト云クテモ諸君ノ御承知ラシイ Lレグユ一寸トハ少々逮フノデアリ？ ス（笑控）。 Revueハ

澗乙語デ云フト genaueDurchsicht，帥チモク一度精細ニ観察シ直ストi；フコトテアリ 7 ス

（笑聾）。 ソレアアリ 7 スカラ唯ダ塞畑過!If{的ェ患者ヲ素通リサセタダクデノ、 Revueニハ

ナリ？セヌ。軍事上デハ観兵式ヤ制艦式モ亦 Revueデアリ？ス（静粛）。

臆 石 症

患者第 1. 55歳 0 昭和8年6月19日入院。

現病歴 ｛受持醤白朗読） 18年前ヨリ何年数回突然右季肋部ニ箔痛ヲ＊シソレニ引続キ

悪寒枇懐ヲ件フ高熱ヲ護ス，悪心P~nJ:ハナィ。昨年 5 月同様ノ：護作が続キ，皮膚ノ色ハ葺

色トナリ，蕎痔感ガアラハレタ，近来茄痛ハナ fガ時々突然悪感鞍1栗ヲ件フ高熱ヲ護ス Jレ

様ニナツタ。

教授 L描痛（Kolikschmerz）ト云フトドンナ痛ミデアリマスカ・・H ・H ・.., 

製生 L陣痛様ノ痛ミデ凡テi骨平筋ヲ有ス Jl-臓器ガ‘痘鞍l~t ニ JI文京宿スルタメデアリマス a'

教授 L季肋部ニ斯椋ナ荊痛カ。アレパ何ヲ考へ 7 スカ。寸

事生 L……H ・H ・...• 

数佼 L胃，謄礎及ピ輪路管デアリマス。此ノ忠者ハ病歴カラシア謄1-fi，輪謄管カラ来タ

モノト考へ 7 ス。悪寒戟懐高熱ヲ護スト云ヒ 7 スガ第一悪感鞍懐ナ Jレモノハ何事ヲ意味シ

7 スカ・H ・H ・－・1

製生 L…....・a・－－…寸

教授 L悪寒？践標ハ生理的食韓水Ji主射後， L武道狭窄ノア Jl-時LカテーテJレ寸挿入ノ後，叉

ハ微生物ガ組織内，血管淋巴管内ニU入シタ時ニ来Jレモ／テアリマス。注射或ハ Lカテー

テル「押入ノ際技術的過誤ニ依ツア病原ri曹が血管，淋巴管内エ位入スルコトニ仕ツア起Jレ

モノデアリマス。此ノ事ハLマラリヤ「ニ於テヨク分リマス，し？ラリヤつ原品（1¥Ial江riaplas-
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modi urn）ガ赤血球内ニ （1＂）レ間ハ寄主ノ組織ニ~；J· シテハ在ツテカ！f; キガ如シデアルガ－ El赤血

球ノ：壁ヲfi1UtシテLj ロツ才 fト1( l¥Icruzりit）ヲ血行Jjlニ放散スJレト謀本戦傑ヲ起スノデア

リ7 スo L 7 ラリヤ寸ノ揚合ハ病原菌ノ方ガ能倒的ニ赤血球内へ侵入スルノデアJレガ他／荊

Jf~1{,j ヵー.Jill行中ニ入Jレト悪寒戦懐ヲ起シ白血球ニヨツテ被働的ニ喰櫨サレテ蒜ニ悪寒戟慨ハ

停止ス Jレノデアリ 7 ス0 ＇.~ii シ此ノ揚合市Ill菌ハ無クナツタノデナ f ，細菌ハ白血球内テ＇lei'丹

シ繁殖シ白血球ヲ破リテ再・ピ血中へ散逸汁小レカラカクシア Pyaemieノ時ハ1日ニ何回デ

モ；出'.ill~：政懐ヲ起シ得Jレノデアリ 7 ス。

故ニ本例デハ多分脂裳， ~I命脂管内ニ何カ異物ガアツテ llt'Y ノ臓器ガ産主挙制：ニ牧縮シテ粘

映ヲ損傷シソコカラ病原菌ガ血行中二十土入乙j1f..iり引先陣ヲ起スモ／デアリ 7 ス。異物ガアレ

パ共所ユ臨液ノ瞥積ヲ31ミシ開i夜； ~Nii アレバ三大デ共所ニ感染ヲ＊スノハ；：；r；烈デアリ 7 ス。

第 園
此ノ場合皮膚カ戸1'1＇：：色トナツタト云フノデア

リ7 スカラ謄汁瞥積ヲ考へ 7 ス。然キ今見

(!f:kJミ， nr~験，硬口蓋ヲ示シテ後），Jレト，
争b 9 f~ら 17 %r ftJ 7 
"' 

資'fhハ左程高度デナ f故ニ脂汁ノー音11ハ卜七 ナ
日 ずし

永4間二指腸ノ：方ニ行キウ Jレト考へ 7 ス，問 晶
J9 

争． 弘 黄直ノアツタ＇ Ji’t；ヲ綜合シテ病歴ノ上カラ
ハ llf.~{ iヲ考へシカモ石ハ組職謄管内ーアル守'.I.. 事t

JS 
ニ違ヒアリ 7 セン。

近31ミデノ、泊先ilハナ fガ rn豊zffit表ヲ．堅生ニ
J 

示シテ）蕊ニ見Jレ桟ナ特殊ナ熱JJ］！ヲ示ス肱

ニナリ 7 シタ（第1岡）。帥チだ:f{i40℃前後

ノ慌溢上昇ヲ主IE シ共ノ持＊ii時間モ高々~ 3 
I) に＋ 一’1ぺ ~~ 

民宇 ，．一F_ ...・トw3ら

時間デ共ノ前後ハ全ク卒ifi¥l.デアリ 7 ス。此

J51 ノ如キ事買ヲパドウ理解シ 7 スカ・・ ．．．寸

1早1生 L・H ・H ・－－……寸

教授 Lfllj痛カ、、ナイノハi骨平筋i炊縮ガ・ナ fタメデアリ？ス，胎：道カ、強痕様ニ肥厚：屈曲スJレ

トJU是ニ結石ガアツアモ最早ヤ由痛ハ起リf'.}-，.セン，併ンキ，＇iイ｛ト fフ異物ガアルト）陪汁J

菅股ヲ来シ，且ツソレハ病原菌（多クハ大腸菌）ヲイiスJレ様ニナリ 7 ス。 7 タ11¥;'i道粘膜ハ胎

fl ニヨツテ Hlfti セラレソコカラ此／完iAJ)Jj~菌ガ血行~1.1ιf＜入シ）＼：((11 U'1熱ヲ31ミスガ、病目f1¥'.jガ少

数ノ時ハ喰細胞ーヨツテ 11[tf，佐セラレU’ラリヤ勺場合ノ；如ク直ヶ叫卜＇ k！~ シ？ λ。此ノ MJ\態

ハ感染ノー附仙デハアJレカ円位決ソレ自身デハアリ？セン， Qpチモシ此ノ j状態ガ反覆ヒラレ

ア後ニ間品川生ノ護熱ヲオミセパ共ノ jj）＼態ガ
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ツテ！路道ガ痕痕様ニ肥厚シI段縮不能トナリ拘1晴ガナクナレパ共ノ代リニカ枝ナ特イiナ熱現

ヲ示ス椋ニナリ 7 ス， コレハ約jボ菌カ＂lfn.行中ニ伝説シタコトヲ示スモノデ~~；・教室デハ之ヲ

；替侵熱（Invasionsfieber) ト謂ヒ？ス。 ・，：：：；・教室講師荒木千奥ノ研究結果デアJレカラ諸君ハ忘

レヌH；ニftエテ置クガヨロシィ。「

教授」普通熱N！ニハドンナ抑ガアリ 7 スカ・・・一．，寸

車生 Ln丹敬熱（Febrisinlermittens) 
再町i熱（F.reccurrens) 

弛張熱（F,remiltens) 

稽習熱（F.continua) 

ノ4ツニ分ナ 7 ス。寸

教授しソレニ此ノ前侵熱ヲ加入スルト熱1r,11ハ5種類ニナリマス。

結石方、存在シアモi

ツテヰレパ茄痛ハ起リ 7 セン， 11i~ ニ泊痛がナイコトハ結石ガナイコトヲ意味スルモノデハ

アリ？セン。此際結石ノイT無ハ if；収納ノイ11！民ニヨツア；；；，~r.~1 セラレ？ス。季肋音f~ ヲ鰯5；今シテ

御覧ナサィ，－－－－－肝臓が大キイ，且ツ右肋弓下3杭指ノ所ニ脂襲ヲ楠レ 7 ス。然シ石ハ

燭レ？セン。 X線局員デモ石ハ認メラレ 7 セン。然シ本例ニ於テハl陪石ノ、在Jレニキ？？テ

ヰJレ。ソレハWd＜熱ガ‘アJレカラデアリ？ス。

モノデアリ 7 ス。

コレハ遅疑スルコトナシニ邸時断：？シテヨ f

治療法ハ石ヲ切リ IHセハヨロシイ n1 （手術ノ結県ハ次回ノ Revueニテ示スベ、シ。）

護 護 目重

58）五 平 昭和8年6月21日入院。患者第 2.

現病歴 （曹日朗読）本：r:2月中旬Ir.側上臼歯ヲ抜イタ後2週間目カラ同側下顎部ニ1！民痛促！：

ノ硬結ヲJ三ジソレガ5月頃カライT痛性トナリ大キサモIけシタノデ切開手術ヲ叉タタカ治ラ

ナf' 20日程前カラヰi到側ェモ無責1・H生ノ肺癌ヲ生ジタ。

教皮し楓JレトIr.f顎隅ガ膨隆シ表面iハ＇fi骨デアリ 7 ス，司王i'ltデアJレコトハ印チコレヵー炎
f!l)j七｜：デアJレコトヲ示シ 7 ス。 モシモ：ぷ／（1jカ”凹凸不正デアレパ新生flill:蕩ヲ示 L凹凸ヵィ、サク

レバ痛II主性，大キタレパ肉)J副主ト大館考ヘアヨロシィ。共ノ部ノ山i可ノ色ハ紫赤色アアJレ

カ＂M（ニ急性炎筒ノ症甘えデハアリ？七ン。鰯診シア熱感ナク硬度ハ弾力性硬，指座ニヨリ座
符（Delle) ヲ残シ 7 ス，印チ／，＼IJ行浮！匝ハ~-t:l首ニ強イ方、：lii'i ミハ大シタコトハアリ 7 センの基

底トハヨク動キ岐筋（:¥f. masse~er) トハ｜矧係アリ 7 セン，印lチ此／服隆ハI!iii守Itピ皮下結
締組織ト聞係ガアJレモノデアリマ ス。切開創ヲ見Jレト何カ、見エ？ スカ？寸

t；.~生 L次I’1 色ノ：再カゥ兄エマス o'
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~:X:F2 L~t ノ：持ハ！脂肪政（speckig）デアリマス カ，乾酷様（kiisig ） デア リ 7 スカ？., 

暁生 し・・H ・H ・－…...• 

教授（Lピンセント寸ヲ持ツ テ，帯ヲト リツツ） L苔ヲ取ツテ見Jレト此／例デハ定型的ナ

speckig デモ ナク定型的ナ kasigデモ アリ 7 セン。シカシコク云フ時ニハ先ツ守護謀睦ヲ考

ヘルノデアリ 7 スガ護謀JJ重トシテ一致セヌ黙ハ経過ノ途中カラ痛ミノ現レタ賄ト現在康ク

汗JWノアJレコトテアリ 7 ス，然シ浮腫ノ；方ハ切開ヲ加へ ラレタ場所カラ二次的ニ感染シタ

症欣ト理解スレパヨロシイ 。

今1ツ他側ノ胸鎖乳頭筋ノ上 1/3ノ所ニ膨隆ヵーァツテー 表iifiJ I文府ハIE常，鯛ツテ熱感

ナク弾力性硬デ基底カラハ動クガ筋トハ殆 ド分離川来ナ f，指座デ座席ヲ残サナ f，叉共

／附近ノ ii本巴！腺睡眠モ認メラレナィ。此ノ所見カラハ矢張リ護諜腫ヲ考へ 7 ス。此ノ左右

ノ JHif.i\7 ノ、イr1J レモ護訣H重ノ好礎部位ニ相世 シテ ヰ？ス。之 ;1lj;h~＇.性鐙fヒテア Jレコトヲ確メ Jレ

ん－法ガ他ニアリマスカ 't'

取生 Lワ氏反感。1

教授 L-2_氏反感ガ｜場l生ダカラトテ直 チニ j~~毒ダ トハ云へ？セン。徽毒ノ他ニ癒，鼠l安症，

Lヂフテリ 一寸／時デモ｜場｜生ニ現レマス。ワ氏反，≫!Eハみ断ノ 1ツノ布11助法デアJレカラ之ノミ

ニ信額セズ必ズ現症所見ニm：キヲ置カナク レパナリマセン。ワ氏反肱ノ他ニハ何ガアリ？
スヵ γ「

［~！生 Lre巨徽療法ヲ行ツテ J七ノ 結:!i~ ヵヨ判断シコス o'

孜J安」ソ ク云フ診断ノ下 シ方ヲイ”Jト云ヒ？スカド

皐生 LDiagnosisex jurnntivus., 

敬授 L共ノ他ニハ…・・…・試助的切片 ヲ探ツ テ鏡検スレパヨロ シィ。議ニ共ノ ；標本ガアリ

γ ス，何が見エマスカ？「

接生 （双方ノ手ヲ垂レナガラ到クク差シ延ベテ窓際ニナラベ アル頴微鏡ヲ窺キ込ム。）

孜J乏し諸君！ ｜’！神率二乗Jレ時ハ先ヅ兎モ角モLハンドノレ1ヲ持チ？ス。顕微鏡デ物ヲ楓

）~ n'.J:ニハ先ゾー兎モ角モ・ H ・H ・..＇（寸

塁往生し…...・ H ・－…・寸

教授 h先ツ、‘兎モ角モ Mikrometerschraubeヲ持チ マス。此ノ作法ニ従ハナ 1人ハ大原／

投育ヲ交タタ人 トハ中サレヌコトニナリ ？スo'

以段しア Jレ所ハl]i死ニ陥リ・肉芽組織カ。見ェ，静脈内膜炎及ピ外膜炎ガ アリマス，アチ

ラコチラニ毛細血管：ノ ；新生カお兄ラレ？ス。 料i杉ノ揚｛；－ニ山氏死ノ中ニ毛細血管ノ rJi'I：.カ、見

ラレナクテ周遊ニー巨大仰l胞がアリ 7 スヵ，此ノ揚合ノ、lflt:;'i：新生ガ‘アリ ；巨太古Ill胞ハ比エ 7 セ

ヌカラ誰謀腫デアリマス。



鳥潟・ 臨床患者Lレグユー寸示設 !J.f;j 

本例ノ如ク1T痛性ノ誰諜l匝ノアJレコトハ診断j二ニii：，立ヲ要スJレ事項デアリ 7 ス。寸

下顎補接法

患者第 3. 23歳 8

数段 L本例ハ下顎上皮性IJ車場（癌脆性ニ穿破セル Adamantinom）ノタ j下顎骨ヲ左右ノ

隅角ノ間グク切除シタモノデアリ 7 ス，下顎’背ヲ切除スJレト舌ヵリlキ込ミ 7 スカラ臨急柿

装ヲ必要トシ 7 ス。共ノ目的ニ本例ニテハLセルロ 1f＇板ノ 1rll装ヲ試ミ 7 シタ，術後2--3週

第 2 園

術前

テ貰へパヨロシイa'

第 5 園

術後 67日目

ー攻的植皮術

患者第 4. 62歳 0 皮屑癌（右肩脚部）

患者第 5. 57歳 0 皮膚癌（左側fiili額部）

教授L 此ノ両者ハ翻血性ニ見irn重ヲ切除シテ出来タ新鮮ナ無

菌的自l商ニ直グ様植皮ヲシテ共ノ目的ヲ達シテ居Jレモノデア

リ7 ス。斯様ニ物質f!fJt損ノ大キ fj創面ニハ共庭ニ筋肉ガアツ

テモ，脂肪ガアツテモ，二三欠的ニ肉芽組織ノ：護生ヲ待タスm シ

テ最初カラ植皮ヲ試ミ Jレ可キデアリ 7 ス。印チ創両ガ‘新鮮デ

1rr~ffi1 デア ｝I.-際ニ Thiersch ニ従テ村［戊ヲ行フ／デアリマスカ

ラ， コレヲ今後ハ一夫的tii'U支術（P1 im:ire Epitheltransplanta-

tion) トfl品へ 7 ス。寸

盲 腸 癌 （標本示説）

患者第 s.50以平

間ニテソノ布｜］装ノ声l園ハ結

締織増殖ニヨツテ硬starrト

ナリ 7 スカラソノ時期ニ此

ノ臆念補装ヲ取リ除クノデ

アリ？ス。此ノ際骨膜ガ残

ツテ居レパ骨ノ再生モ可能

デアリ 7 ス。本例デハ有11装

後45日ニシテ全部除去シ，

現在デハ護昔モ佳良，結果

ハ良好デアリマス。今後，．

歯科書ニヨリ義歯ヲ填装シ

第 4 圃

；苦、者 4 術後40日目

（周悶／肉芽ノ、皮酬皮／）
成効セザリシ昔日ヲ示ス ／ 
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教授 L コレハ此ノ rt~ 斤カラ取リ Iii シタ盲腸！JrHi~ ／！.1._ ピソレト A~.fx'·i ~ テヰ ｝~·上行結腸査部テ

アリ 7 ス。 IW:1~ ニヨツテハウヒン氏以i ノ f斤ハ Jtri-;f：店（ιf~kf.JO.:J礼、m）ニ中Ill クナツテヰテモ向腸

内マμ、通過乙，狭窄1：，%ノ防壁ニハt.JJ}I］ノ肥厚ハ，；：e.メラレス， J タ品Hi'',';2，出ハJl:！強制｛ニ

於テ閉鎖サレテ府 Jレが炎耐，，.，，ーも1化ヲモうN断定ノせ~l\'1~ ヲモぷ ;I- f＇、！？セン n

訂腸ニ具ii｝~ カo アツテ r乙ヲ切目、ス；•時二ハ上1j$，日間ノ q~rm ナドテ切ツタリハセス咽ニ上行結

目是ニ聞係シテハ共！ ~＇－（ii ； ヲ切除ス 3レノブ！京WJ トシ？ス。本例ハ今日手術後13 日目デアルガ

術後8日日頃カラ腸骨111il::W来ノ少シ上ノff]・ニ汗ljifiガ現レl1!1.iJ1i'i力、アリ？シタ，感染ト考へ切

開ス Jレト多：，：－ノ！股ガ 11＼＜シタ。此ノ IK~ハドノ打、ナ臭ガシ 7 スカ………了 1

畢生」糞臭ガアリ？ス。寸

数段 L何故デ、アリ？スヵ・ H ・H ・－－？寸

早生 LC＇》libazillenニヨツテ腐敗ガ起ツテヰ Jレカラデアリ 7 ス♂

教授」大腸菌ニ限リ Ba7-illenデハアリ 7 スガ Colibazillen トハ言ハス・ニ Colibakterien

(Bacterium coli commune）ト「1~ シ 7 ス。白＇fl！）； 切1;:i；ノ際ニ腸間膜血管ヲ仙紫シテ血行ヲ総ツ

ト，共ノ部／腸壁ノ血行陪li'Jヲ米シ腸内ノ大iji,;f¥',jハ Eigenl

腸煙ヲ透；品シテ外ニ出7 ス。故ニl二行結腸ヲ後腹！出ヨリ剥離シタナラパT早クLガーセペ，

Lコ”ム l机’咋ユテ之ヲ保ti住セネパナリ？セン。

本例テハ此ノ保＂在ガ不充分デアツタ J,:~;1-Tiil刊j，ニ於テ J-.:11i，；，~，j ノ感染ヲ起シタノデアリマ

ス。ソレハ併乙腹腔内デハ感染力起ラズ腹膜外ノ結締織下，，デJ事決ガ現レテ＊タノデアリ 7

第 5 闘

廻腸ト盲腸トノ交通（0.5cm[j'（径）

ス。 Mcニ今後ハ上？？結腸ニ開 iネシテハfi1~fi*,'i

腸ノ「，， ＂~マデ切｜ぷシ，剥離後ハ直チニしがー

ゼ..， ，穿ニテ之ヲi呆，；住シ， tf13k；レ丈短時間ニLJJ

除ヲ終ラナ？レバナリマセン。 7 タ此ノ事寅

ーヨツテ ~~~0_i~hl己 rjl テパj哩!J00rtrr.i パ

！？三川

；：~＝－ I正ンテ市，＇市~j織 ＇［＿）ハ ！I:-；；；；ー感染シ易 TヱL

之！：＿~二ヲ＇~~キJQI男！x~とて7、。ソレ比一判中J 行

て'A~ ノ附j望ヲミク心f'J!_J,1i fレ？~ ~ガ必要更で

1ヱム。岡山Wi ノ I？，： ノ山1 ＼！• ヨリモヨリ j'J, f二！叢

!Itニ皮下結締織手術ノ｜；京二ii'ii¥fヲ民ぷスJレノデアリ 7 ス。

移動性盲腸症

患者第 7. 251::2 () 

社長 LRCノ！.！：・.者ハ昨年10月二品n可超炎ノ設作ガアツテ現住廻訂部ニ緊張感ガアルト云
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ヒマス， j心x－ヲ仰臥位ニシテマックパーヰー氏賠ヲ霊也ニ押スト痛 fト云ヒ， ir＇.側臥位ニ
シテ同所ヲ押スト痛クナイト云ヒ 7 シタ。此／症iU~ ヲイ11J ト云ヒ 7 スヵ・H ・H ・.. ＇（寸

車生 LRosenstein逆症候ト云ヒ 7 ス。寸

数民 L)I：版。コレハ此ノ抗候ヲ言ヒ／JI，シタ人ノ名ニ従ツア命名スルノガTEシ4ノデアリ

7 スガ，日本人／間二流行シタリ， j主ぷヲ；悲キ起サセタリスル鶴一ハ外聞人ノ名ヲツケテ

置ク方カa間「H ノデアリ？ス。サテ此ノfit-:侠ガ陽性デアレバソレデ移動性白腸ト設断シテ

ヨロシイ。之ト反封ノ時，帥チ Rosenstein 症候ガ陽性デアルト，ソレハ晶様突起炎ト；冷

断サJレベキデアリ 7 ス。此ノ j患者ハ Rosenstein ノ逆佐~Hkガ陽性デアリ？スカラ確貫ェ移

動性育腸ヲ持ツテ居リ 7 ス，且ツ共上ニ晶様垂炎モアル椋デアリ 7 ス。開腹シラ見ルトIE

ニ共ノ通リデアリ 7 シタ。 1'・引可ハ晶弘一突起切除ト盲腸固定法トヲ行ヒ？ シタ。

認デ注意スベキ コトハ盲腸同定法ノ時ニ品椋突起断端ヲ後腹膜腔ニ甥波セヌ様ニgpチ腹

腔中ニ在ラ シムル紘一ニスルコトデア l)...ス。然ラザレパ後日後胞膜ニ於テ感染ノ危険ガア

•) ，.λ。本伊jハ之ヲ敢ヘテ試ミ 7 シタカ弓7ヒ感染ノ 4,・1：快ヲ現シテヰ 7 セン。寸

最様突起炎

患者第 8. 19歳 8

教授 l一之ハ App'.!ndicitisretrococliacaデ交互切開ヲ行ヒLドレン1ヲ柿入シ排膿シテヰ？

守寸〆、。

患者第 9. 22歳 8

教授 L；とハ盲腸Jt.l閤膿蕩ノ切開孔ガ永ク （がJ-fア月間）治癒シナイトノ主訴ヲ以テ入院シ

タJレ例デアリ？ス。此ノ痩孔カラハ大腸菌ハ誼明サレ？セン。斯様ニ鹿孔ヲ作ツテ居テモ

必ズシモ糞鹿トハナリ 7 セン。治療法トシテハ痩孔ヲ全部切開シ flachenhafl ノ ¥¥'undc 

トスルコトデアリ 7 ス0.,

患者第 10. 16歳 8

数段 L本伊ljハ打腸j司悶)J!','.k蕩ノ忠者デアリ？ス。

腹院内叉ハ庁腸後腹膜内ニ大腸菌感染ノア Jレコトヲ昨メルニハ尿中ノ大腸菌ノイi"1！民ヲ検

資致シ 7 ス。品紘突程炎叉ハ急性腹膜炎ノ際ニ肉眼的健常ナル以ヲ検シ共ノ中ニ大腸菌ヲ

謹明シタナラパ診断ハ碓寅トナリ 7 ス。併シ如何ナル例ニデモ｜場性ニ1:1-¥）レトハ限リ マセン。

本例デハ術後3日目カラ隔側ノ耳下腺炎ヲ起シテヰ？ス，全身性ニ喰菌作用ノ衰退シテ

ヰ川心者ニハ術後往々見ルモノニ此／耳下腺炎ト肺炎：トガアリマス。ソレ故ニ少シク京ii古

アル！l¥cffニハ術前ニ連葡混合Lコクチグン寸ノ如キ発疫元ヲ興へテ一般全身性ノ I喰菌作用ヲ

旺盛ナラシム JL・ コトヲ式ミ？ス。是ハ印チ手術商Ii尭疫（L'immunisation preoperntoire）デア

リ7 ス0.,
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胃癌手術後ノ合併症

患者第 11. li..J. ）~~ 0 

ぎ士長.L+.:filjハ胃痛切除後 BillrothIヲ行ヒ件タ患者テアリ 7 スガ，術後9日目カラ右耳

下腺炎ヲ起シタ者デアリ γ ス。術後ヨク米Jレ不快ナ合引f：~，－1＇.ハ監室ト聖王盟~トデアリ？ス

ガ，此ノ例デハ病院｛荷ガイ11J所カラ入ツタカ不明， Eツ偏1Hllデアリ 7 ス。 2ユクノ；揚合ニハ/ll4

側ニ主IE＂ス。何レモ haematogene Infektionデアリ 7 ス。 J-;E害ノ結以I’l色蒲j萄蹴球菌ヲ謹

明シ 7 シタ。

此ノ ：＇J:~者ノ、耳下腺炎ヲ起シテカラ後，誤ツテ病床カラ落チ床ノ角ーテ ！｛iノ皐丸ヲ打チマ

シタ。所ガ丁度共所ニモ股蕩ヲ作リ？シタ，！日~:JIAJ菌ハ矢張リ耳下腺炎ノソレト同ジモ／デ

アリ 7 ス。此椋ナ！五＇4~ ヲ l\[1山1infi巴ktion ト云ヒ 7 ス。

普通病！！日菌ノ、血行 ~11 二 int レテヰ Jレガ之ガ此ノ揚合ニハ外傷ーニヨツテ抵抗 J ·J~ 1 部分ガ出

?:JE::rソコニ血行ヲ介シテ J¥lonoinfektin11 ヲ起シタモノデアリ 7 ス。斯様ニ抵抗ノオ·~クナツ

タ部分ヲ Locusmi:1oris resistentiae ト云ヒ？ス。期セス・シテ此（iiiノ臨床講義デ御覧ニ入レ

タ吉田i}J.I：ノ動物質店主ト同様ノコトヵι七ノ；忠者デti＇，＊空語デアリ 7 ス。之ヲ7象防スルニハ
個酷ノ；全身性喰菌作用ヲ llH~ ナラシメ Jレ i~ ；；＇ニ各種ノ発疫原ヲ注射スレパヨロシイ。此／

揚合ノ、連首＼j混合Lコクチグン寸皮下注射ヲ行ツテヰ 7 スガ，経過ハn.tffテ‘アリマスJ

直 腸 脱

患者第 12. ~10必 8

~X-1乏し諸君！ Pt"<llapsus aniト日フ疾忠ハアリマセン。コレハ的自デハナクテ，内痔核

ノ 1 ツノ症）［｝~ ニ過ギ？センが， Prolapsus ani et recti ト云フト之ハ1 ツノ抗rt~ デ帥チ直腸／

脱出デアリ 7 ス。本例ハ約 8cmノ直腸！此デアツタガ，抑指頭ガ通過シi'.}.Jl-程度／ Lumen 

ヲ残ス政ニ日［「う／周囲（タト括約筋ノ月！？）ニ銀線ヲ担入シタモノデアリ 7 ス。コレガ Thiersch

氏ノ手術デアリ？ス。＇ l"il支ノモノハ 3週間位ノ後ニ銀株ヲ除去スレバソレデ全治シテ居リ

7 スガ高度ノ疾患デハ直腸後壁ニ雛繋ヲ造ツテ狭；；＇ 7 ス。寸

最頓内痔核

患者第 13. 52故 8

設J交 I蹴tlillif与核ノ時ハソノ部ニ Thrombusカ＇＇Hlぅlミテ， ソレガ感染シ，肝臓ノ方ニfIツテ

肝！日E蕩ヲ1'1＇）レコトガ陥ニアリ 7 ス。 Mcニ此ノ｜漂ハ万デ銑’lil:ニ庭置スルコトハ）（fニ危険デ
アリ 7 ス。凡テ斯椋ナ揚合ハ刀／代リ斗：＇； J熱ヲ用ヒマス。此ノ仔Jjハ10日商Iiニ旺門／周闘ヲ

数少所持候様子デノ）サミ Paquelinテ蛇・k'Jシタモノデアリ 7 スo'



患者第 14. 17蔵 8

敬授 L之ノ、5月8日ニ切開T

烏潟－ 臨床忠者Lレグユー寸示説 リ!7

紅門周園膿憲

一ハ強イ：疲痕ヲ楠レ7 ス。旺／"jノ周回ニl雌蕩ヲ作Jレト治癒機特トシテ共所ニ強ィ疲痕ヲ生

ジ或時ニハ蝶喪｜生狭窄ヲ起シ？ス。従テ充分ナ JレnarbigeSchrumpfungヵ1出リ 7 セン。コ

レデハ治癒困難テアリ 7 スカラ級痕ヲ全部除去シ旺門成形術ヲ行フノ必要ガアリマスa'

紅門成形術

患者第 15. 32戯 8

教侵」之ハ内持痩テ5月2日ニ手術ヲシタfl＼者デアリマス，共後！江門周闇ニ弧イ疲痕性萎

縮ヲ来シタノグ旺門成形術ヲ行ヒマシタ。術後2日目デアリ 7 スガ感染ノ兆ハアリ 7 セン。

一般ニ縫合手術部利払潤スJレト化膿シ易イモノデアリ 7 スカラ，期／；＼＼：／ヲヨク清潔ニシ消毒

シタ粉末ヲ撒布シア 才キ 7 ス。此ノ揚合」カ、ーゼ寸ヤ排腿管ヲ押入スJレト却アソコカラ感染

ヲ誘導シ 7 スカラ，清潔ナLカーゼ1デ櫨フダクデヨロシ 10., 

直 腸 癌

患者第 16.37歳 8

教授 L之ハ Kocher氏法ニヨツア直腸癌ヲ切除シ九約’！主年モタタヌ問ニ再強シタノテ

Quenuノ方法ヲ行ツタモノデアリ 7 ス。旺門側ノ：創ニハ Portiouteriが露出シテヰテ，今

} Jj)（態デハi台Jレノニナカナカ時間ガ要リ？ス。故ニ Kocher氏法ハ理想的デハアリ 7 センO

Radikalitat I上カラモ，排便底置ノ！里山カラモ Kocher,Kraske等ノ下術方法ヨリモ Quenu

ノ手術方法剖チ Iliacalanus ヲ作ツ夕方ガ徹底的デ且ツ：：＇.！：： 1守ニトリテモ使利デヨロシ＂ 0 

故＝直腸癌ノ手術ニ於アハ癌IJ重ガ非常ニ直腸下部ニナ f限リ Quenu／合併法（Kombiniert巴

M巴thode）ヲ行フノガ最良デアリ？ス。

協虹門ヲ完成スル際ニハ徐分ノ腸管ヲ刀ヲ以テ切除シ皮肉”ト粘膜トヲ腸線ノキ，＇i節縫合ニ

テ接燭サセテ置ク方ガ成績ガヨ ft~k デアリ 7 ス。 ~fl. ニ切リ取ツタノミデハ粘脱ト nor守トノ

連絡が不充分ニテ耐?i ノ ~1:1 間ェ肉芽輸ガ、多ク生ジ終ニハ艇痕ぞ｜；牧縮 I 1~ ニ）ff門ノ狭窄ヲ起

スニ至）~ コト Jゲ多クアリ？ス 0,

丹 fヨEi

患者第 17. 58歳 0 （右側額百1i)

患者第 18. 57歳 ♀ （左倶lj彦R市i)

患者第 19. fl，＇）山 平 （右上肢， JI旬側）

数民 LJ']・'1"Ji：ニ蟹汁（蟹ヲ宇L鉢ニテ摺リップシ共ノ汁ヲ取ル）ヲ塗布 シテ放県ヲ見マシタ。



日』出 日 * タト 科 l'r 
画 弘5 10 理基 第 4 ~J!t 

第1／例デハ川メ Irltハ非常ニヨク放キ，少クトモ2..J.時間内ニ修痛グクハ消退サセルヨト

ガ /IUI~ ..，. シ タ。え羽；）（｝－；＿セントシツツア Jレ所・ニ ）~廻リヲシテ漁防的ニ塗ギIi・シテオクトソ I gl; 

ヲ趣ークテ棋 1方ニ扱大シテ行キ 7 ス。月iガしヲゼリン寸ヲ塗布シタ所ニハズンズント病勢ガ

進行シテffキ7 ス。 ノミナラスフJ＜.泡ヲ作ツ :t~i キマス， Jとヲ Erysipelasbullosum トL：ヒ
7 ;1.、。

第立ノ例テーハf抵nハ一向伎がナクテ， Lコクチゲンーl軟
7 ス。

第 3ノ例ハ Erysipelasphlegmonosumデ之ハ St1ゆ tostaphylokokkenノ混合感染デアリ

7 ス， L コクチゲン明、？正常布ト -:1~ ノ！主 lマ注射法トデ治癒ニ向ヒツツアリマス。

出d・ハfJ・出ニ向ツテハ Specificumデアルカ／如ク言ハレテ居リ 7 スガ，第1例デサへそ

完？？？ナ Jレ治癒ヲィ：シテ居リ マセン。 i)I：シ夏ニ多数／例症ニ枕テ経験スルコトカ必、要デアリ

7 ス。1

木様蜂寓織炎

患者 第 20. :2i；ぇ 0 

~｛（.f.( L之ハ種痘ノ後ニ米タイIJ－.陣ノ木様虫華街織炎（Holzphlegmone）デアリ 7 人。本約ハ

モトモト-J¥.人一多ク1）、人ニハ1%ナルモノ テアリ？ス。

f;:Jihl；トシテハ化！院がナイノデア Jレカラ只 IiM，イIi デモヨロシイ。ガ此例ノリ二乙~二と ！！日

井！法ヲ1fヒ？シタ。 1/10HEDヲ1回ト次ニ 1/lOHEDヲ2回ニ分クア！照射シ 7 シ主所上肢

ノ声]it,:1 ハ明ニ腫脹減退 シ ア殆ド -r~治シアヰマス。とと上之と｝！（＼射が著殻ヲ示シタ 1 例チア

リ7 ス。一般ニ Holzphlegmoneニハ X紘！！H射ーヲ試ミルベキデアリ 7 ス。「

悔

患者 第 21. 67歳 0 

数段 L之ノ、 Nackenkarbunkel/ :1＼者デ アリ 7 人。機ノア ｝~fl寺ハ何ニ if'. ぷ；：.＿. 7λ カ？「

車生 L血糖。寸

敬舵 L！＿じ様。此1rt~者 モ糠！11~州ヲ持ツテヰ 7 7＂ コノ揚｛1皮肉ノ }ii］ハi主任ヲ起シア’i~易

ニiM主シナィ。此ノ例ハとと上空三J!H射トLコクチゲン「軟’ii；トテ！長；6'シ？シタカ＼若シ切

開ヲ加へ Jレナラパ Kreuz~chnitt メハ凹ツ角ノ所が＃l1c ＝ 陥リ易キヵーj~（（ニ H ’＇.（＇）日ニ切｜期シ

甘ん.j／ヨロ シイ。1

化膿性粘液嚢炎

患者 第 22. 3内／：正 '1 

投段 L之ハk足｜持l市部ノ iヒllJ:'H'l1',1i比i区役テI;!）問ヲ加ヘタmカヨ化眼力以 々i並行シテ腿，
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筋膜ガ壊死ニ陥ツタモノデアリ 7 ス。 ！!Ji持ナ部分ハlじ来血液循環ノ不良ナ所デアリ 7 スカ

ラー旦壊死ニ陥 Jレト仲々分界線ノ /:1131~難イモノテアリ 7 ス。此ノ持ナ場合ハ血行ヲ仕良ナ

ラシメ早ク分界線ヲ作ラシメル目的デ tnckeneHitze （熱気）, I-Ieisswasserbcriesel ung或ハ

Diathermieヲ行へパヨロシ f。腿，筋膜ノ外ニ斯様ニ分界機！｜等ノ悪f所ハfLテ血液循噴ノ

悪 f 組織デ印チ軟骨，爪ノ J/il 闇写デアリ J ス。故ニ軟骨ヵー位サレタ時ニハ早ク J~ ノ部ヲ査

部切Ii余シマタ痕庇ノ時ニハ化l般道ニ聞係シテ居Jレ爪ヲ切除ス Jレノデアリ 7 ス。

脳ハ血行ヵー良イデスカ悪イダスカ・・・……？寸

皐生 L………良ロシイ。寸

教授し全ク反事lデ，；出fノデアリ 7 ス。諸君ノ脳ハヨ fデアリ 7 セウ（笑聾） 0 Hi~＼ ハ壊死

ニ陥リ易ク殊ニ皮＇Clハ終イミ動脈（Endarterie）ーヨリテ持ハレア居リ 7 スカラ，一度l臨場デ

モf'I:）レト仲々治癒シ 7 セン。脳溢血ノ後ニ至リ IJ簡が軟化シテ Dementiaニナルノモ此ノ謹

デアリマス。

血液循環ノヨ f臓器ハ例ヘパ甲駅！腺トカ肝臓トカデアリ？スカラ，之ヲョヲ心得テ居テ

治療ニアタツテハ臓器ニヨツテ共ノ方法ヲ選定スルコトガ肝要デアリ 7 ス。例へパ肝膿蕩

ニテハ切開排股ダクニテ多クハ十分デアツア太キ排股管ヲ長期間持入スルノハ却テイi害デ

アリ 7 ス0.,

肋間筋炎

患者第 23. 17蒔早

教授し之ハ肋間筋ニ~タ化IJJ~ ＇i~I:筋炎デ稀ナ例デアリ 7 ス，病原菌ハ何庭カラ入ツタカ分

リマセン，外見上健康ニ見エテヰアモ血行中ニハイツモ病原菌ガ（但シ白血球元形町中ニ

包担サレタ Jレ有様ニn謹流シテ居ルモノト考ヘヰパナリ 7 セン。
此ノ揚合，行痛性ニ腫脹ヲ＊シタト云ヒ 7 ス;Ji，皮肉ニ護赤無ク日）J骨モ大シタJ1l71痛ヲ訴

へ？セン。然ラパ此ノ部分デ明ニ疹痛ヲ感スツレモノハ韓壁肋膜デアリ 7 ス。 ？：！~ シ打，；今！：：.

i陀：診上肋膜炎ノ症候ヲ誼明シ｛＇.｝.？セン。夫レ故ニ之ハ肋膜ニ近 4 肋間筋・ニ ：~d~I：化膿性炎杭

ガアツテソノタメ斯様ニ強4疹痛ヲ感スソレモノト)jーヘネバナリ 7 セン。稀デハアJレカ引］間

筋ノ熱性臨海デj七ノ病原菌ハ晴元ニヨツア京三色及白色葡萄-!lJ(f;jz歯‘ヲ誼明シ？シタ。寸

患者第 24. 12蔵♀

患者第 25. 23成♀

膿

教授 dltI Iλl<i千fノ、MレモI!民H旬IA：リテ‘ifiJ.1:＼カ、ゴ［＂・，：；：

目旬

間少シモifjJ,1伝I j呼i向ナク Iii＼功；色 jド：t~＇. / II "rカ、、アツテ！之11可ノ；萎1』＇i(Iカ将11むタ巴シ f。此ノ所見女ク

ニアモ此ノ出場ハふ，＇；按 jlj：ーデアリ此ノ脹JI何ハ品川会l'I眼）］（4デアリ γ ス。
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ifi'WL、トシテハモ！!¥'.:iii'.H.Ul：ヲ楽テテソレL'I.、ヤトニ合JfH的ナルモ／ハ何者モアリ 7 セン，最

？~i －＋ ク月 methodische Besonnungヲ::fr1ベキモノデII I＂ソレヲヤツア店リ 7 スo'

患者第 26. 1-t収 8

＇.｛~段 L之モ私リ刻川口胸テ＇J11i部性 M川tel巴mpyem ノ例デアリ 7ス。此ノ揚合， ij)J’円・切除

ヲ成汎ニ行ツテモ共／充填ヲ巧ニヤレハ此ノ如ク7XO期癒合ヲ以ア;f；癒シ符Jレモ／テ‘アリ

7 ス0-,

患者第 27. 1-tルョ δ 

投段 L之ハJlili壊fliカラ眼JI何トナツタ作1］テアリマ λ，排l出管押入タクーァ日「110ヲ述シナ4時

ニハ水道ノ栓ニ辿t./iシテ生ス勺レ陰！亜デ！吸＇） IスJし様ニシ γ ス。水道ナキ丹Jj・デ、ハ PerthesJ 2埋

装置ハ便利テアリ 7 ス。此ノ；場合j'jl］日カフキ＇＇~A ノ鼠入スルコトヲ防クタメニ此 J it~者ノ如

ク，tli： ~5i干IT ダ被覆シ空礼不法活ニシ J ス， ソノコトヲ he1metischトよとヒマス0-,

患者第 28. :z~山中

手士長」本例ハ組肺炎’l~l膿)J旬デ肋·f'l切除ナシニ持続期限ノ川~ミタ例テアリ 7 ス。大人／時

デモ膿ノ吸引力カ、大デアレハ必ズシモ肋叶切除ヲ必要トハシ 7 セン0-,

以下6月山日 Revue示説

化膿性筋焚

患者第 1. :ZliX'. 3 

政段 L之ハ Ii 月 14 日 l;(i カラ原因ア知ラズニ右ノ眉Jjlrifj：ニイi~前十｜ノ lJ{(filt ヲ生ジタト -r: ヒ 7

ス。 Stat口Spraes巴llSテハ丁度右肩Jjlp’円・ 1－＿総ノ底ニハ｜閃ニ！匝脹ガアリ 7 ス。表両ハ￥i骨デア

リ 7 スカラ之ハ炎符H;I：ノモノカ，~·足ハ ？.｛~ ラザレハ 1 ツノ’l~IHr デアリ 7 セウ。皮肉・ J ~J:t 心部

ハ護赤シテヰ－，・ ；？，、，鰯誇シテ見マスト熱！~カ、、アリ，弾力 ·J~I：硬， qi 心部ニハ j皮剥ヲ誼lljj シ 7

ス。ソノ j両！同ニハ弾力・！＂！：：使ノ堤防ガアリ？ス。 1週間部iニ見タ時ハl川、：ij限度デアリマシタ，

Qpチソレハ炎筒十｜泣W.1デアリ 7シタ。今日デハソレカ、ljl心部ニ於テ， eitrig巴V己rschmelzung

ヲ起シタモノデ此ノ只今｝flた態ハ白日チ:Iff¥・l'llJ：：＇：場テアリ γ ス。服ヲドノ杭ナ方法デIHシマス

ヵ．γ「・．

.1;.t生し切開シ 7 スo'

数段しコノ切開ーハ普通ノ刀ヲ附ヒ？スカ，’，t:§.A刀ヲ別ヒ？スカ，雨者パ1日ニイ11Jカ臨床
上／匝別ハアリ γ スカ？寸

,f~lqう L作，ill ノ刀テ切開 λ レバヨロシ 1 0 1 

数段しソノ？下iミハ7リ II：反l:q・テアリ 7 スo化！股ノアノしn!joハ＇i日気7Jデ切ツ夕方カ、ヨロシ4。

ソレハlfrL作刷、巴作ハ続［81 ーヨツア 1:rn;r1 サレ細菌ガ助LiJ ャ m~nニ移行ス Jレ／ヲ防ク♂カヨデ．

アリ＂＇ /, 0 若シ此ノ際＂~［－通ノ刀ヲ用ヒ Jレナラ Pけり内ノ；長暗ノミヲ LJJ リ， i~＇：／iJ）ハ L ピンセツ
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い共他ヂ鈍性ニ引裂ク初、ニス Jレノデアリ 7 ス。熱性腺蕩ヲ覆フ皮Ii可ハ炎症性デアリ マス

カフ切開ノ時ニハ出血カ、強度デア リ7 ス。ソレヲ恐レテハ fクマセン， u1チニ鈍性ニ！臨場

中へ準入スJレノデアリ？ス。寸

聾丸護諜腫

患者第2. 35歳 8

数段 L15歳ノ時カラ／［＿皐丸ガ大キイ，段々ニ大キクナ Jレガ全ク苦痛ハナイ。昨年10月一

淋疾ニ擢リ陰輩ニ無痛性潰頑ヲ生ジタト云ヒマス。閥診上皐丸ノ臨大ヲ詮シ 7 スjfl；＼リ皐丸

トノ境ハ判明シ 7 セン。 ！？？？丸ノ内側前方ニ波動ヲ鰯レ透光シテミルト l明ニ光線ヲ透シ 7

ス。副皐丸ノ腫大ハ不明デアリ？ス。印チ皐丸ニ起ツタ病鑓ノ 1 ツノ .ffi~ifk トシテ此ノ ~fl ク

i夜開ノj猪溜ヲdミスノヲ何ト云ヒ？スカ？寸

車生 LHydrocelesymptomatica寸

教授しJc.獄。之ガ起レパ豊丸ノ除l~t炎筒ヲ考ヘテヨロシイ。診断上重要ナ事項デア リ？

ス。慢性炎筒ノ rI1デ結核ハ刑皐丸ヲ位シ皐丸ヲ佼カサナイカラ H ydrorele symptomatica 

ハ＊＇セン。此ノ患者デハ此ノ所見アルニヨリア，病鑓ハ 豊丸一アツテ刷皐丸一ハ無イト

推定シテヨロシイ。現ニ此ノ患者ニテハ皐丸店、ヲ消失シテ居リ 7 スカラ皐丸ハ全部費性シ

タモノト考へテヨロシイ。精系ニ多少ノ肥厚ハアリ マス ガ、輪車I~管ニハ肥！字モ品店街モ読I何 シ

？セン。

皐丸ノ慢性炎筒テ、ヨク ＊）レモ／ノ＇•＇佐.i~H陸デアリ？ス。 1.5〕ぷ ノ頃カラ大キ f ト云ヒ マス ガ

今日 J如キ gummos ノ ~.UIJ~ ガアツタカドクカハ疑問デアリ 7 ス。叉共ノ l;J{ハ皐丸感がア

ツタト云ヒマス。

所属淋巴脈ハ詮明サレマ スカ……－？寸

号往生 （鼠践淋巴腺ヲ崎レJレ。）

教授 Lソノ椋ナ所デ鮪診ノ下カ、動ィ テ居Jレi様デハ，モク！肱flデアリ ？ス。鼠践淋巴腺ハ

外陰部曾陰部ニ所属ス Jレモノデ，喜善丸ニ開係シテハ胃大智側ノ ？，＇：jサテ後腹膜ニ崎レJレノデ

アリ 7 ス。放ニ男子デハ此ノ部ニ淋巴腺H重脹ヲ鰯レパ串丸，女子デハ卵巣エ注意スベ、キデ

アリ 7 ス。此ノ如ク此； Nq者ハ毎常相聞聯シテ診察欽シ？ス。此／；場合所属淋巴腺ハ隅レ

？セン。脆蕩ノ硬サハ弾力’l~I：硬デ凹凸不lF. ガナイコト，及ピ Hydrocele symptomatica ノ

アル賄デ，悪性腫蕩デハナク，慢性炎筒印チ護映IJ主ト診断セネバナリマセン。寸

ジャクソン氏扇痛症

患者第3.5歳 8

5士段 L生後7タ月ヨリ次ノ似ナ症準設作ガ起ルト巾シ？ス。 lWチ，先ヅ不気嫌ニナリモ欠

ニ右側顔面， ・1i 1 ..下肢ニ産量繁カ、、来リ首ハイiニ廻シ歯ヲクヒシメ Jレ，ヵ、 ）l.症型カA ク）l.-ト芯；
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識イ、明トナリ Jl：・ノ後ハj架1II民リニ陥Jv，之ガ費メレバ全ク11・川・トナJレ， トノコトデアリ T

ス。此ノチi足首：ハ〉ιN!flりデアリ 7 スカラ之レ丈デ詐nJij］＇下サ レ件マス。イ11Jチアリ 7 スカ＇（ l

・堅生 L蜘；l/1:j抗デスOl 

教授 L/i:様。 NJ，，：気持ノ思クナJレノハ Auraデアリ？ス。 諸君 ！Epilepsieハ Anfall 

ト云フ意味デアリ 7 ス。 Epilepsieニ叫1f[HiアリマスガイnJ々 デアリ ？スカ？「

験生 Lジャクソン氏債のjfijト買1E蹴仰テース 0l 

教授 し／d；氏。ジャクソン氏頗病tjハ器質的鐙化ガ、二＝tトシア脳ノ凸面側ニアリ，硯脳脱トノ

癒着アル時ニ ;j(；レモ／デ脳膜炎治癒後，頭蓋’骨折ノ後，寄生品可：ニaミJレモノチアリ？ス。
頭荒骨ハ Laminaexterna トLaminainterna トヨリナル。 L.int.ハ叉L.ritreaトモ云ヒ，

¥'itreaハ昔ノ人ノ所謂」ピード η1デ拍子ノ如ク似レ易イト云フコトヲ意味スJレモノデ，頭

蓋エ外f~ ヲ交ク Jレト L. ext.ニハ出Jt.in~ ク トモ L. l'itreaハ ヨクコハレ， コレカ目白ニ赫リ，

ソレヨリジャクソン氏顕痢ガヨク＊＂＇ス。

出産ノ時ニ錦子ヲカクテモ i長日ジャクソン氏顕胸トナリ f'J• ス ガ此ノ患者ノ、針子分娩テ．

ノ、アリマセン。

此ノ fl＼者ハ右［下ノ運動ガ充分デナィ，然シ弛続性デナィ。とハ脳ニ器質的ノ愛化ガ7Jレ

第 6 園

右 1i'. 

摂生 L ..…一・ 1

諜テ，僅パカリテモ務質的境化ガアレパ翼E廟廟トハ申サ

レマセン。脳ノ鑓化ヲ見Jレタメ側）J溢室ニ’，；：： ~氏ヲ 注入 シテ X

線認員ヲJ最ツテミ？シタ （第 6凶）。之ヲ見Jレト左側脳宝カ’

大キイ，共側ノ Hirnrinde ハ （,_Ii クナツテヰル，之ハ ~n チ脳

＊脆／症.Mlミデアリ 7 ス。ソレハIf尚炎カヨ硬脳膜炎ガ＊ Y, 

癒着ヲ起シ共ノ結県三工之之と氏臓病ヲ起シタモノデ，外

傷性デハアリ？セン。 Hirnrinde ノ IW1i~－ハ Monoplegie デ

表レ脊髄ノ I~円ハ Hemiplegie ノ形デ現レルガ，此ノ例ハ

l¥[onoplegieデ脳皮質ノ約皆、ニ 一政シ 7 ス。治療法ハ…？寸

2土-112dH品目l而側ノ癒着ヲ剥離シ癒着再設ヲ防止シ，同時ニ版刷ヲ本態的ニdi保ス Jレコト

ヲ試ミマス。鰯Ji討J）~＼［人！ハ不明デア Jレガ lf＇~ f'l'fl'i＇ノ相 生トシテハ)JI詰座ガ上昇シテ日ルカラ此

J ＠！ヲ挫クル目的ニアJ:ifl荒骨ニ孔ヲ穿チ T ス。自llチ Kocher氏穿願術ヲIiヒ？ス。

従主kハ政11'ノ強 fffiiJニノミ穿願シ タ／デアルガ・11尚座ヲjtr;Xl;[J ,;J.',j 1"1'iスJレコトカや目的デアJ川、J.

上／じ右下球ニ向ツテ割前性ニ穿！顕術ヲ行フカ・ガ合理的デアリ γ ス。

願痢設作ト同様ノコトガ/J立内臓ニモ起リ？ス。 1]1｛壁ト内臓（宵）トノ間ニ癒着ヵーァツテ時

々 2-3時間強イ疹痛uH1： が現レ共ノ癒抗ヲ剥離スレバ護ft：ハJ出ラナクナ ）~ 0 此ノ；如キ以囚
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ニテ胃腸ニ ':j~ ル些痛殻作ヲ Epilepsia gaslrけintestinali日ト云ヒ，ソレニ針シ此ノ患者ノ如ク

脳ニ聞係ノモノヲ Epilepsiacerebralis ト云ヒ 7 ス。

員』Etair'Jii:if，心者ノ智能ハソレアルガ1,~ ニ決シア劣ツタモノデハナク．ナボーレ才ン 1 世モ

7 ホメツドモ廠納j忠者デアリ 7 シタ。寸

膿石症（標本示説）

手土段しコレハ此I計jニ御覧ニ入レタ患者1.カラ取ツタ）防災デアリ 7 ス0・此ノ如ク巨大トナ

リテ緊ハ結締織！主膜様トナリ，謄汁ハ水様トナリ，水JJ重ノAA態ニナツテヰ 7 ス。此ノ内容

ムハ大腸菌ヲ多数誼明致シ？シタ。 諸君！ 口腔ヲ開4タル時共中ハ閣内デアリ 7 スカ，

慌外デアリ 7 スカ了 此ノ如クニシテ辿ツテ行キ？スト，食道，胃，小腸，大腸，直腸等

ノ通路ハー瞳L惜内1デアJレカ：!J.¥（ハL膿外寸デアJレカ，同級ニソレニ開口シテ居Jレ綿轍脂管ヤ

ソレニ関聯シテ居Jレ謄袈ノ院内ノ、し惜内「デアJレカL韓外「デアルカノ判断ガ下シ難クナリマ

ス。シカシナガラ，消化管腔／『1~ ト血管腔ノ中トハ根本的ェ相違シテ居リ？ス。大腸菌ガ

綿輪謄管ヤ脂袋ノ rj:tニ存在シテI：＇｝；レ間ハ丁度し韓外 1ニ在Jレノト同様デアリ 7 スカラ非常ナ

Jし障碍ヲ起サヌノデアリ 7 ス。所ガ一定度以上ニ増殖スルカ或ハ損傷サレタル粘膜カラ侵

入シテ淋巴乃至血行中ニ入リaミリマスト今度ハ大腸菌カ示民ニLn豊内寸ニ這入ツタコトニナリ
？ス。此時ニハ印チ潜侵熱ヲ起スノデアリマス。 I帯侵熱ノ本態ハ『損傷セラレタ粘膜ヲ通

ジテL開外寸的デアツタ所ノ菌悌！ガ血行r!-tニ伐入シテ員ニ」鴨内1的存在トナリテヨリ L鰹内寸

的ニ喰燈サレル 7 デノ期間ニ起Jレfi豊j且上昇Jデアリ 7 ス。本例モ臨床上ニj持侵熱ヲ示シテ
居リ 7 シタ．共ノ i~~因ハ gp チ J!Cf1述内及ピ純輸謄管内ノ大腸菌デア Jレヨトガ明白トナリ？シ

第 7 圃 タ，コレハ内容勝滞ノ結出デアリ而シア此ノ内容管滞ハ結

石ノ結果デアJレノデアリ？ス。ソレ故ニ此／瀞侵熱ガ詮明

サレJレト姐i痛設作ガ無ク テモ必ス土古fiガアJレモ／デアリ 7

スu 此底ニ御覧ニ入レJレノハ手術的ニ綿輪謄管カラ取リ Ml

シタ Jレ結石デアリ 7 ス。コレヲ御覧下サ f。寸（孜長弘司iヲ

Lプラクチカント1ノ1人ニ手渡シス。）

製生 L ..... ・・…－・・寸

数段 Lソノイ｛ヲドノ；様ニ祝テ居リ？スカ？寸

皐生し…－…・・・…1

毅授 L物ニハ凡テ親方γ アリ 7 ス。阪？イ［ノ硯方ハ・H ・H ・－－寸

皐生し…－…・・ー・・.， （干｛ヲ軍ニ眺メルノミ）

数民 L臨底資地ノ上ニ役ニ立ツ脂：石ノ親方ハ共ノ；fiが化・製的ニ何物カラ構成ザレテ居Jレ

トfフ鮎デノ、ァリ 7 セン。必要ナルコトハ石ノ形；伏デアリ？ス。寸
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ヰgj::L5車Jvmデアリマス。寸

教授し共ノ意味ハ．，…...'l I 

準生し……・・・…・「

教夜しツ？リ Facette （面）ガ無イト申スコトデ， ソレハ結局此ノ患者ノ結石ハコレlツ

！日リデアツテ他ニ羽I子ノイ｛カ、成ツテハ居ラヌ，此ノイiガ／［＼レパソレデ品平ヤ安神デ跡ニハ

イ iハ取リ残サレテ居ヨヌトイフコトデアリ 7 ス。干｛ノ Jf~ ニヨリテJt底ヲ硯Jレノテアリ？

ス。 ソレデアリ 7 スカラ心ノ無1nr~ デハ毘賓ニ物ヲ親翻ス Jレコトガ出来ヌノデアリ 7 ス。

此ノ位ノ大キサノイiハ外;f＇＼－的ニ取／ I＇，サナクテモ自然ニ排出サレ f＇.｝.）レモノデアリ 7 スカ、謄

従カ祉ノ如ク結締織様ニ臼性シソレニi主計lt¥1['0？昨作

居 Jレ際ニハ自然排Iiiハ到底望7 レ7 セン。共ノ 1ツノ現レトシテ泊痛琵作ハf尽・クナツテ居

Jレノデアリ 7 ス。此際シカシ~ill痛カブ民クナツタコトハイ iガ無クナツタコトカト考へソレニ

代リテ潜侵熱ノ：設現シ31ミリタ Jレハ謄迅ーヵ、感染シテ居 ）~謹／1：ニ他ナラヌト理解サレヌコトモ

アリ 7 セヌガ，腸ニ開口シテ l,1:・ ）レ瞥滞シタ Jレ棉倫脂管ノ r!tニ大腸菌ガアリアモ，ソレハ

し鴨外寸的存在デアツテ内谷川的ヲ以！：fitスペキモノデハアリ？セン。丁度M人モ腸内宗

ハ大腸菌ニヨリテ感染シテ居Jレト主張セヌノト同ジコトデアリ 7 ス。

nr;; 1 iノf.Wiハ初護！Jr;i：干i前百五百ニ蹴イテ直クJ手術ヲヤ Jレ必要ハアリ 7 セン。手術ノおけミカラ

云フト5-6年，或ハソレ以l二10年ナリ20年ナリ時日ヲ経過Lタ揚合ノプfガ結果ガ佳良テア

リ7 ス。謄イi症t{J＼現ハレアヨリ 1-2ff:TT術ヲシタ結月Lハ統計上最モ ：！if，イノデアリマスa'
ソノ詳ハ・・ . ＇？ 寸

a車生 L・・ ・－ー．．寸

教J受L組織中デモ作院：ftデモ異物ガアレパ組織江主乃至分泌；1it・!r1 rt滞ガ起リ，哲~I位ヵーァ

レパ共r,J.,; ニ 1 次（l'·J ニ！ι染カ網走g ；レ。カクテ :ik イ間感染ヲ続クテヰ Jレト路道及ピ周囲ヵー局所~

Jjgヲ件テ ;.k；レガ故ニ授作後ナ Jレベク長ク時日（2年以－f:）ヲ杭温シテカラ手術ヲ行ツタ；ITガ

結果ガヨ f ノデアリ？ス。 f;f!;Y/J!J1 トiii!~炎ノ所・Wl'l 早期手術ニ倣ヒテ日 1 [i刊HI設f'I'ヨリ24時

間以内ノ子術（早川町桁）ヲ主張シタ人モアリ 7 シタガ自分ハソレニハイザr成ーデアリマス。寸

直 腸 癌
患者 第4 481~J: も

校長 LlLCノ忠者ハ排｛挺[1;J・Y:flト排i足時ノ 11＼血トヲ訴へ γ ス。共ノ／・［＇，血ハ滴 Jレ様ナ／＋＇， bデハ

ナィ。痔核ノ時ハ J.,:{j史ハヨク1+1，，スo [:f~/j; ノ約歴ハアリ 7 セン。今lflf'J ヲ見ルト・ ヨク閉
鎖シテヰテFl1rr；ヲ挺フ所兄ハアリ 7 セン。

指診デハ）J[門ーI：ルー 3cmノ月！？ニ 1ツノ出場ヲ隅

レ7 ス。共ノ縁ハ周悶ノ粘膜而ヨリ高 7 ')' };':I[手トハたi•FH'f:：凶問ヲ鵬レナ 1 0 ，，.タ粘膜ガ

JMi'己カラヨク移動シ 7 ス。此； !mキ所見ハトL:r 炎N·J デナイ読嫁デアリ 7 ス。 ii'i:i~H象ハ字L＇拘
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f:b·JC~ 、 Blumenkohl 持ニナツテヰテ，出場自身ハ Wli＇（カラヨク移動シ 7 ス，擁護l腺トハ閥

係アリ 7 七ン。

以上／所見デ臨床上ニハ出腸府ト診断シテヨロシイガ，今一歩確メ Jレニハ試験的切片ヲ

探リ 7 ス。此 ｝t＇！＋：ヲ見テ御覧 Fサイ， Basalzellenヨリ成JレZapfenガ多数認、メラレ Perlen 

ハ；；；｛！，メラレ7 セン。自Hチ Basalzellenkrebsデアリ 7 ス。

所属淋巴腺ハ一般ニハ鯛レ 7 セン， ）＇iシアレパ Promontorium附近デアリ 7 スガ本例デ

ノ、『詔 ,A 7 センn

手術ハ!Jilt蕩ガ直腸ド部ニ限局サレテl,iiリ7 スカラ Kockerl＼：法デ充分デアリ 7 ス。寸

丹 毒

患者第5. 5片山 0 

教授 L之ハ此自1i御覧ニ入レタ忠者（忠fi・ 17）デアリマス。出汁ヲ貼用シタ局所ハ減脹シ，

貼用シナ f底ハ護赤擁張シ7"1Iク， ソコへ蟹汁ヲ附・クア見テモ一向域脹シナイ。叉一見蟹

汁ニヨツテ治癒シタカノ如ク見エテヰタ局所ニ再議ガ起ツテヰマス。斯様ニ丹毒ガ揚所ヲ

カへJレコトヲ Erysipelasmigr礼ns ト云ヒ 7 ス。蟹汀aデ‘ハ i‘：

タ守買ノ i台癒ヲシテヰナ f。

全ク飛ピ離レタ所ニ丹毒ガ琵生スレパ Erysipelaserrans od. vagansト云フテ此ノ時ハ品:Ill

菌ハ血行性特移ヲ起シタモノテ‘アJレ。出汁デハ仲移ハ起サナイガ E. migrans トナリ民ノ

意味ニ於テ i1~治的ニ作Ill シア l,1｝リ？セン♂

患者第6. 57政 9

教授 L之モ此前供覧シタ（:it＼者 18）モノデスガ，此ノ例デハ蟹汁ハJr~f!Jカラ奏放シナ f 。

古文ニ結局蟹汁ハ俗間ヂハ種々ナ Jレ原因ノ ：~·； ·I生！主府炎ニ針ス Jレ寓病薬（Panacea）デアルカモ

知レ7 セヌガ，丹毒ノ特交文楽（Speci自cum）デハアリ 7 セン。1

患者第7. 12均♀

第 8 圃

結核性腹膜炎

数段 L之ハ結按’1:1:腹膜炎ノ J心者デアリ 7 ス， Jl：テ

ノ病的経化，従テ結接性腹膜炎ニモ 2ツノ型ヵーァッ

テ，印チ，

1. 法Ii＇，性結按性腹膜炎

(Peritonitis tuberculosa exsudativa) 

サ 壮i,(H'Iふ，＇；伝 ・11/IJ江膜炎

{Peritonitis tuberculos九 adha巴sirn)

デアリマス 0 Jl テ病王D~的援化ーハ細胞ノ：多 f 成形性



l).56 日本外科 11!画指 10 1{f; 第 4 5J，~ 

( plastisch）ノモノト法11~液／多イ諺向性（exsudativ) Iモノトノニ11/lガアリマス。癌デハ結締

織／多イモノハ硬•l"!Nii (Skirrhus）デアリ 7 ス。 μ蝕＇11iit'I場（Ulcu目 rudens）モ此／型デアリ

マス。炎i'f'jニ於ア モ同様デよハ法！日性ノモノテF術師iハ腹部ガ此J ~：］； JIT ノ如ク ニ膨満シテ

ヰタノダアリ 7 ス（第8闘）。

腹壁肱膜ニ結粍i苗ガ・設生シテ1波紋ニナ Jレトソレヲ：＼！eniscus ト云ヒマス。腹膜結核ノi待

ハ脱がしニ開腹シしがーゼ＇f駐f＼クフキ取リ刺戟ヲ興ヘテ閉デノレ。此ノ患者ハ近頃ハ日光療法

(Heliotherapie）ヲ岡＇）＇.ffシ較快ニ趣キツツアリ 7 スイ

胸骨L力リヱス1

患者第a.:niえ s
Z土F2I ，乙ハ胸’符Lカリヱス寸ダMミ蕩ヲ f'I~ ツタモノデアリ 7 ス。時i[fi'.J~·l1J股場ニハ結殺菌ハ

謹UJjサレマセン，故ニ手術ニ際シテハ泣；立シテ定分Jn催i(1句ニ店泣ス Jレコトハ開腹術ニ於ナ

Jレヨリモ夏＝厳重ニシナクレパナリマセン。腹腔内デハ大網膜ガアリ；n巳作ガ多キ故ニ少
許ノ細菌ガ侵入シテモ直チニ撲滅サレ？スガ，之ニ反 シ！主下品目k~fi織特ニ結核病竃ノアル部

デハJillfI貧材ーシテ感染シ易イノデアリマス。 ：Ji{'i'lll山坂rl・『ニ制II菌ヵね入スレパ混合感染ヲ

起シ 7 ス。混合感染ヲ起セノ市川亥；!illノ、治tu11,¥・1:11ニナリ 7 ス， ソレデ開腹術以上ニ巌iE無菌
下術ガ必 •J;j. トナ Jレ ノデアリ 7 ス。

手術ノ｜努ニ侵サレタ組織ヲ切リ ~JI，シ .j~位白チム皮肉結合ヲffフト， ソコニ 1ツノ！控州安

リ？ス，之ヲ心ヒ院（Totenraum）ト＂jシマ ス。之ヲ時ス下j1jliハタト利・ノ禁物デアリ 7 スo共／

忍I!Fil ハ此ノ死腔ニ淋巴液血液ノ瀦溜ヲ ’よシ早晩病原菌ノじ入ニヨツテ感染ヲ起スカラデア

リ？ス。

予七日空ヲ岐サナ 1｝.＇$ニ色々I！砂jテtlfiヲEシマス。本例デハ；＇J.＼者自身ノ斡部皮下脂肪組織ヲ切

リ／Hシソレヲ以テ柿充シ 7 シタ。帥チ白米干名M:（白eieAutotransplantation）ヲnツタ／；デア
リマス。制l嘆材料ハ血液ヲ多ク必要トスル組織ハi主化ニ陥リ 易イカラ，血液ノア 7 リ必要

デナイ釧l胞分化ノ低級ナル組織，帥チ！脂肪組融，筋！民及ピ結締結良下カ、ヨロシ f。＋ょ例ハ手

術後2週間目デアリ？スカ”完7マニ成功シ竜モ感染ノ兆候ハアリマヒンn l （備巧 Jt後モ感
染予？ク無シ。）

胸園結核

患者第9. :2-J桜 a

4H2 ，，三ハ）！旬闘1・，＇；hi：，。r;J骨lJJ除後ノ死院ヲ1;fU!T: I 筋肉テ1¥¥'('¥ 11111員シタガドドニシテ移

JJf.Jシ？シタ。！肱川I',Jレ場介ニハ i5K if~ セヌ 11ニしガーゼ 1或ノ、 ill )JJ；＇.；作押入ヲ必要トシ 7 スヵ，

！山ρIH ス！忠 iA~ ノ兆候ノナイ Jlt ノ創ノ女／：I キ モ／ ι ハ共／必要カ ナ ク， l t 肉 ·l 政＇1~ ヲ r\＇ヅテ府

レハヨロシィ。些乙1tL三盟とZ砧｛長十Ii1 ~~1iti 土LUU iヒ JP~11J'. j ヅ，；1;·itf l三β！，起山三旦二盟三~
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J---2ヱ~ン。日｜！？わM,'i附｜：ご病i苗ニ fi''L?.2~.ザ隊法主主二プゼ竺三~＜~·Mll~i:i'H市本L7-'11
ハヌノデアリ 7 ス01 

足根骨結核

患者第10. 3歳 8

教授し之ハ足棋骨・結核テヨク治癒シタ例デアリ γ ス。距骨（Talus）ガ主ニ f）~ サレテヰマ

ス。治療法トシテハ杢身柴養ヲ高メ Jレ， i.¥＇期的療法（ exspektativ巴od.palliative Behandlung) 

ヲ行ヒ 7 ス。カ＼~~草食餌療法デ ifi Jしが：般がアリ 7 スガソレハ主トシテ皮肉付i似デアリ 7 ス01 

腔 骨結核

患者第n.19政♀
数段 L之ハ入院シテカラ 5年ーナリ 7 ス，腔’自・結核デ仲々治f芯シ γ セン．同側ノノ三時二子

ニ於タ Jし結段ノ、治癒シ 7 シク。骨結核モ揚所ニ｛：｛｛テ治癒ノ難易カ、、アリ 7 ス。寸

恥骨結核

患者第12. 33成宇

数段」之ハf~官デハナイガ恥骨縫際ノ結接デアリ 7 ス，恥官・弓ニ沿ヒ内~IJ事筋群ニ銃一卵大ノ

睡眠ーがアツタ，臨床上織紘素性血竹：IW(Angiofibrom) I，；今町ガ下サレ 7 シタガソレハ本性

IJ!l~場テアリマシタ J

寒性膿蕩

患者第13. 21歳 8

教授し之ハ小陣子ニ’，：~；）レ所カラ！股ガ非常ニ津山 H117 ス， Spondylitis カラ＊タ寒性脱場デ

不幸ニモ混合感染ヲシタタメナカナカ治癒シナイモノデアリ 7 ス。1

脊椎結核ト寒性膿湯

患者第14. 21i山 8

教授 Lコレモ前ノ患者ト川悦－ Spondylitisニヨル Iliacalal:scess寒性膿蕩デアリ 7 スガ

スカルパ氏三fr1ノ1：：部デ1i1U主スル古Iiニ切開シ primar ニ縫合シタ例デアル，目下光w法ヲ
働行シテ居リ 7 ス。経過良好。 Spondylitisハ今日デハ sklerosierenシテヰルカラ Gips~il定

ノ必要ハカ！~クムシロ害ニナルカヨ松葉杖デ歩行ヲサセテ居リ？ス。~竺争坦三土盟乙日草

クー様 Gips繍帯トカ， Gipsbett トカ， Lコルセット 1トカヲ聯想シ共ノ必要，不必嬰ヲJ雪へ

テ見ヌノハヨ f傾向デハアリ 7 セン。寸

化膿性骨膜炎

患者第15. 15/X:: a 

教投 L＇乙ハ峰筒織炎ノ）肢デキタモノデアリ 7 ス。四肢ニ現ハレルLアレグモーネ＇， f;i;iJrfiII長
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カ寸I＇＇，；；；；二強度／場合ニハ化！臨·1~：骨膜炎ト理解サレ7 ス。切開創カラ泊，日、子ヲ押入シテ見ル

ト犯i’~l·副ヲ欄レマス。之ハ！主質壊HC {corticale :¥ckros巴）デアツア腐’舟トシア自然ニ排出サ

レJレモノグアルカラ外科的ニ進ンデ取Jレ必叫ハアリ♂ヒンJ

下顎骨膜焚

患者第16. 5歳 8

教授！之ハ麟歯カラ下顎骨膜炎ヲ起シタ例デアリ 7 ス。抜歯シタ後デ歯槽突超ニ新鮮ナ

Jレ語l而iヲ作リテソコヨリド顎骨髄ニ炎簡が波及シド顎’貯金古IIが，色、蓮ニ壊庖ニ陥Jレモノテア

Jレ。

下顎-jfj・IJ!k：炎ノ切開後約1ク月間ニ8回ii噂移性ノ多鼓性！出場ヲ切開シテヰ 7 ス，侵サレタ所

ハ主トシア皮下結締織デ病IJ；（菌ハ皆同ーデ間以熱ヲィミシテヰマス，斯Jレ時ノサ日何様ニ理解

シ7 セクカ‘・ ・・ n

病院(T;t,j が皆同一ノ時ハ孔＼，日lυinたkti＜パ1 デ共ノ度't:f ニ病I）日菌ガ且l~7中カラ感染定着シ 7 ス。

帥チ Pyaemieヲ起シテヰ Jレノデ此ノ｜際ハ1j1df移YIノ化！股ガ超ルノテアリ 7 ス。之ニ反シ

Sepsis ／時ハ創I]菌ハ一定ノ場所ニ居テ共ノ rf.1走；lた態デアルカヨ帥移性ノ化膿ハ起リ 7 セ

ン。出：Ill白ヵ血行中ニJ,1；レハソ l,¥)4；モ同時ニアJレカラカカ Jレ揚合ハ Septiko-pyaemie／航

態ニアJレモノダアリ 7 ス。寸

下顎骨全壊死

患者第17. 13/;( 0 

教授し之ハ抜歯シタコトハナイカ、踊歯カ、アツテド顎骨I主化ヲ起シタ例デアリ 7 ス，抜歯

ヲシタリ踊幽ガアJレトソ If:lj口カラ病原菌ガ伐入シテ歯根骨膜炎（¥Vurzel periosti tis) ヲ起

シソレカ、王聖堂堕ニ波及スレバ前例（患者第16）ノ如クナリ， ソレガ｜ご顎骨髄ニ波及スレパ

本例ノ如ク急速ニ王型企全並三重主ヲ超スノデアリ 7 ス。

I＂明’n·1主任ノ 1種ニハ ~i カラ燐毒fl・1虻（Phosphornekrose）ガ知ラレテヰ Jレ，此ノ i揚合ハ燐

寸工場ナドノ界的者ガ峨 ~I~ ヲ廃メテ後1年位経過シテモ i見レ 7 ス。（レントゲンニヨル壊死

モ｝！（~必i ヲウクテカラ：！－3 ぅ月後ニ起ツテぅj( －，，ス。）燐 1ldl·:Jrl ノ J),\{1 ハ府’円・ノ表面ニ骨新生

ヲ認メ ノレモノデアリ？スガ，本'IJI]ノ諸ニ見Jレ腐11・ハソレト杢ク異リタルモノニテ骨新生ヲ

何虚ニモ誼明シ 7 セン01 

Sta phy lokokkendepot 

患者第18. 1＇.山ヂ

社花 lrこハ 4 年 f~jlf>J＇.えノ nsニニ0..::.1ソ！？げJ・髄炎ヲ起シソレlソ、＊時々 再設ス Jレモ／デアリ 7 ス，

日本人ハ，，、：l~Jl-!- lG1;,i;: ，敵求人ノ、＇l':l~Jl7歳頃ニイょ病ニ問サレJレコトノ統計カ内アリ？スガ・Jlt
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黒liデハ日本人ハ敵米人ニ比シア2-3年早熟デアJレト考へラレ？ス。

骨髄中ニ病原菌ガ潜ンデ居ア季節； ~；i リ H ナドニ時々病勢ガI曾悪シ再設ヲぅk シ一進一退

シア殆ンド一生涯ヲ経過ス Jレモ根治セヌコト 2ユキモ／デアリ 7 ス邸チ患部ハ Staptylokok-

ken depot ノ欣態ニナツテヰ ）~ ノデアリ 7 ス，骨髄r[ct ニ Kokkenノ居Jレノハ尿道粘膜巾ニ

淋菌ガ潜ンデヰルノト同相；ヂ一旦 StaphylokokkcndepotノMj（態トナレバー生涯全i台シナ f

モノデアリ 7 ス。喰菌作用ヲ旺盛ナラシム Jレ免疫荷ljヲ用ヒア治リクル場合モアJレガ絶封的

デハアリ 7 セン。寸

患者第19. 11歳 8

教授 L之モ小供デ右足ニ靴ズレヲ作ツテソコカラ haematogenι念性骨髄炎ヲ超シタ例

デアリ？ス。初メニ悪寒？践懐ヲ｛宇フ高熱ト甚ヘガタ f激痛ヲ；；｛1・下肢ニ得マシタ， Glied-

massen 全部ニ瓦）~高度ノ峰嵩織炎ニ臨ンデハ原護骨膜炎ヲ考フペキガ如ク 1J、児デ激痛ト

急ニ酷温上昇トヲ＊セバ共ノ局所ニ於クル骨髄炎ヲ考へテヨロシ f。本例モ度々T術ヲシ

長d
タカ、、 :Staphylokokkendepotナル故ナカナカ治癒シナ f，此ノ時ハ'Pi'

ノ1側ヲ髄マデ庚ク切除シテ結局骨ヲ樋（：¥Iulde）ノ椋ナ形WI:トナ

シ7 ス。此ノ如キ手術ヲ Muldenbildung ト云ヒ 7 ス，カクスルト

l¥Tuldeノ中へ周閏ノ軟部車品織ガ入リ込ミソレガ‘疲痕様萎縮ヲ符ンデ

治癒シ得ルノデアリ 7 ス。議ニ御覚ニ入レJレノガ共ノ J¥luldenbildungノ結県デコレハ昨日

手術ヲ行ツタモ／デアリ 7 ス。此底ニ首ツテヰJレ副木ハ何ノ目的デアリ？スカー......＇？寸

験生 L ..…………寸

数段し斯様ニ強f骨髄炎ノアJレ骨ハ少シノ：外傷デモ自然骨折ヲ起スコトガアリ 7 スカラ

ソレニカ＇Jffへル鴻ニ副木ヲ以テ保護スル必要ヵーアJレノデアリ 7 ス。特ニ此ノ患者ニテハ腔骨

ノ全長ニ瓦リテ Muldenbidungヲ行ツタ後デアリ 7 スカラ此ノ如キ同定繍帯（Kontentivver-

band）ハ是非共必要テ‘アリ？ス。寸

自然骨折

患者第20. 13歳 8

数段」之ハ患者ガ白ラ膝ヲ曲グ様トシタ時Lホキン寸ト昔ガシ

テ大腿／：外形ヵー鑓リソレ以来運動不能トナツタノデアリ 7 ス。

X線馬民デ見7 スト斜骨折デアリ 7 ス。 f毘骨形成ヵー貧弱テ肯・駆

(Toten lade）ノ形成ヲ認メ？セン，且ツ’自・折部ニテハ骨質 1Rare-

fication ヲ認~7 ス。ソレ故ニ之ハ ；＇.~.＇；＇11~：’円・髄炎ヨリ自然骨折ヲ

起シタモ／デアリ 7 ス。

自然骨折（spontaneFraktur）ハ骨 Jm¥・lti：臨海デモ来7 ス，此

第 9 園

宇L癌鱒移＝ヨルモ／

区
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ノ馬虞ハ乱Nii ノ料作ヵー右大腿骨（Femur）ニ~~テ自~~·同・折ヲ起シタ例デアリ 7 ス（第91副）。

政ニ他ノ例／ :¥: tJl~忠良ヲ供覧致 シマス ガ，コレハ ｝（ llH:l·!J · ノ l/d~l；閣病デ＊タ自然骨折デア

リマス。

共ノ他，繊維仲「1・炎（Ostitis日brosa）ナドデモ白＇.－＇.！： n・-JJIガ辿リ i'.J..－ ス。寸

大腿骨折

患者第21.州版 8

教授 L之ハ大腿骨折ノ患者デアリ？ス。骨折／ if；昨ニ向ツテハ Reposition, Adaptation, 

Immobilisation ヲ行へノfヨロ シイ。 Dislocatioad axinノ場合ハ Adaptationハ行ヒ易4ガ

此ノ例ノ如ク骨折端ガ互ニ人字形ユ,f.！，）ノ リニナツテ＜＇ he同 auchementヲ示 シテヰル場合ハ

Reposition, Adaptationガ難カシィ。此ノ場合ハ St巴inmannノ釘装伸展法（N agelextension) 

ヲ行ツタノ デアJレガ，殆ンド理想的ニ適合シテヰ 7 ス。此ノ方法モ化的ノ Frazmentニ

Nagelヲ使「IJスJレニrLラズBil.想(i'.Jュ，、他（！！＇！( rl~恒端）ノ ·n-H’へモ釘装シテ Gc~enzu~：ヲ加へ

Jレ必要カゃアリ 7 スガ今後ノ研究が必必テア リ？ ス0.,

患者第22. 6歳 3

1'.d会」之ハ自動車ニハヰ、 ラレテ起シタ大l]jf1・i'HIJデ問先’「1:Jrj・ ( acciclentelle Fraktur）デアリ

？ ス。特・折ヲ 1~1i1;J~（卜ユツニ分ク Jレ， 1. 開放性’丹折（offene Fraktur）ト 2.皮下骨折・（subkutane

Fraktur）デアリ 7 ス。此ノ患者ノー ハ後行ー）必シ此ノ場｛－~ ニ外ニ mガナイカラ忠i｛~ ／危険ハ

少1, allgemeine ？＼九rl白川ノ下ニ趨介， f1'il定ヲ行ヘハ、ヨロシ 1u1 

下腿開放性骨折

患者第23. 15歳 s

数段 L之ハ開放性骨折デアリ？ ス。骨·~Jl" ;f; i,1昔ニハ 1段’円・形成ガ必要デソレニハ全身／運動

ヲサス コト ニヨツテ↑白骨形成ヲ促進シ？ス。此ノ 鵠ェ Gips1・erbandノ代リニ夏ニ軽快自由

ニ運動1+',*1レ r1 的ヲ以テ 11' ラレ タノガ此ノ芝i坦開デアリ マス 。 ，乙ハ .t:k~｛； 'I＇：津墜士カ、材

料強弱腰ヲ研究シテ ＼Tulkan自民I トAlmini um トブ以テ製作シ タモノデ， 11方ハ咋通ノ靴

I 'I三分，ソレテゴ｜三市

アリマス。

折角堂堂全墾 7使用 シテ骨折ヲ応置シテモ師時歩行ヲ許サス・臥床サセテ置ク位ナラパ此

ノ如キ’符接合器ハ怠味ヲ嬬 シ？ セン。

？タ’n・・fll'ハ必ス‘2ツノ Fragmentニナルモノト定ツテハ居 リ？セン， Fr;lgmentハ3ツ壬』

ツモアノレコトガアリ 7 ス。此時ハアi持fr(,;j:ヲ使用スルコトハ1+11*'7'セン。 ソレ1¥'lcニ今f妥ノ、
女円MナJレ，円．折／場f了－モ共A凶「I＇・、jニ使月1シf'J；レカ引立flキ，円’折治f髭方

リ7 ス。1
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特様性股寵

患者第24. 38歳 8

教授 L:;(1・ノ示指頭カ＼ケlク且ツ尖ツテ見エJレノハ壊症デアリ？ス。壊庖ニハ2種類アツテ

印チ GangraenasiccaトGangraenahumida トデアリ 7 ス。前符ハ乾性テ感染ガ無ク，後

者ハi創生デ感染シ易イ，患者ノ場合ハHli者デアJレ。之が足ニ＊ルト伺期ニハ歩キイ＇｝］ ,l Jレト

痛ミ休ムト痛ミハ去Jレ。此ノ杭ilkヲ開局長性肢行症（Claudicatio intermittens）ト日ヒ 7 ス。

印チ組織が念ニ血液ヲ多量ニ必要トスル揚合ニ血管カゃ狭小デアルト充分ナル血液ノ供給1！！~

ク従テ ischaemischeSchmerzenヲ感ズ、ルノデアリ？ス。

此ノ如キ病的；Ut態ハ内臓ニモ＊..，，.ス，腸ニ来レパ Claudicatiointermittens intestinalis，腎

臓ニ＊レバ Claudicatiointerm ttens renalis ト云ヒ 7 ス。コレハ時ニノ、結石ト訣ラレマス。

同様ノコトガ心臓ノ Kranzarterieニ起レパ AnginapectorisノtU!xヲ呈 シ7ス。イJ1Jレモ皆

同一ノ病理チアリ 7 ス。

特設脱塩ニ封シテハ伊藤・大津ノ手i1lij (1925），印チ交感~irl：粧筒i切除術ヲ行ヒ 7 ス。此ノ

手術法モ京都外科ノ産物ノ 1ツデアリ？スカラ諸君ハヨク記憶ニ止 ,J｝レガヨロシイ。此／

忠パーデハ胸部交感神経fiii第Jr，第Illヲ切除シ 7 シタ，結県ハヨロシイ。悲痛ハ全ク去リ 7

シタ。然シ壊直指端ノ Demarkationハ未ゲ渥イデアリマス。寸

患者第25. 41歳 8

教授」之ハ左足第1指ノ特設脱rnデアリ 7 ス。腰部交感ijirj1続的切［lfR術ヲ行ツタ例デ De-
markation佳良， 手術放－mハ良好デアリ ？ス。寸

下腿静脈漕

患者第26.26歳 8

教授 L之ノ、下肢静脈溜f治療的ニ Tr巴relenburg氏／手術帥チ＼＇ .saphena magnaヲ結

数シタ仙川お癒 シア居リ 7 スo.併シ共後夏ニ非薄ナル皮肉ヲ以テ覆ハレ居Jレ静脈癌様ニ襲

化セル部ヲ2次的ニ！主Ii可ト共ニ切除サレタル例デアリマス。

トレンデレンプルク♂氏現象（TrendelenbmずsPhanomen）ヲ謹明シテ大Lサ・ァエナ「静脈ニ

静脈榔閉鎖不全ガアル時ニノミ此ノ手術ハ殻ヲ奏シ 7 ス，ソレ故ニ術前一此ノ T閃ndelen-

burg氏症候ヲ謹明スルコトガ必要デアリ 7 スa'

患者第27. 3~1;,i;: 0 

殺授 dilノ患者ハ下肢 J ミナラ ズ下腹部ニモ静脈癌ヲ示 シテヰ？ス， トレシデレンプJレ

ク’氏現奴ヲ誼明シ 7 セン。開腹術ヲ行ツテモ向ホ其ノ原［人｜ヲ究ノルコトハ IH~ミ7 センデ乙

タ。更ニ検費ス Jレ必要ガアリ？ス。

諸君！ コレダ Revue，言ヒ換レパ外科臨床患者ノ Paradeヲ終リ本事期ヲ schliessen

シ， 7 タ9月カラ御目ニカカリ 7 ス。寸 （一同敬rfi望）


